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平成 21 年度に気象庁の火山観測施設整備の際に北海道地域で採取されたコア試料の岩相解析を行っ

た．対象火山はアトサヌプリ，倶多楽，有珠山，北海道駒ヶ岳，恵山である．コア試料は産業技術総

合研究所地質調査総合センターに保管されている試料を使用し，当センターにて記載を行った．その

結果以下のことが明らかとなった．アトサヌプリの試料では，最新期の噴火と考えられる未知の堆積

物を確認した．また，隣接する摩周火山起源の噴出物も確認され， 2万～1万 年前の間に摩周火山は

2 回の静穏期が存在したことが明らかとなった．北海道駒ヶ岳の試料では，1.7 万年〜1.2 万年の間に

複数の崩落型の火砕流が発生していたことが明らかになった．倶多楽では，4万年前の噴火の噴火層序

が明らかとなった．一方，有珠山，恵山では，既知の堆積物の掘削地点での層厚等の情報が得られた． 
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課題番号 2010-G-16 

研究課題 北海道地域の活火山掘削におけるボーリングコアの岩相解析 

 

吉本充宏*，後藤芳彦**，長谷川健***，中川光弘* 

*北海道大学大学院理学研究院，**室蘭工業大学，***茨城大学 

 

 

 平成 21 年度に気象庁により全国 42火山の火山観測施設整備の際にボーリングコアが採取された.本研究

では,産業技術総合研究所地質調査総合センターが保管する北海道地域のアトサヌプリ，倶多楽，有珠山，

北海道駒ヶ岳，恵山で採取されたコア試料の岩相解析を行った.以下にその岩相解析の結果得られた知見を

述べる.なお,柱状図及び詳細な岩相記載については気象庁（2011）「気象庁火山観測点ボーリングコアの解

析」に納められている. 

 

アトサヌプリ（JMA-V01） 

 掘削試料番号JMA-V01では，白頭山起源のB-Tm （約1000年前）と摩周火山起源のMa-b（約1000年前） の

間に，アトサヌプリ火山起源の水蒸気爆発堆積物と思われる層を新たに見出した．また，最下部にアトサ

ヌプリ火砕流堆積物を見出したことにより，その上位の再堆積テフラや湖成層が，20,000 年前より新しい

ことが分かった．10,000 年前（摩周火山起源のMa-k）以深の再堆積テフラは，ほとんどがスコリアからな

る．アトサヌプリ火山は活動全般を通してスコリアを噴出しておらず，本コアのスコリアはすべて摩周火

山起源と考えられる．このことから，20,000 年前～10,000 年前（アトサヌプリ火砕流堆積物）の間（100 

m～151 m はコアを採取しなかったため不明）は，アトサヌプリ火山はほとんど爆発的噴火を行わなかった

と推定できる．この結果は長谷川・他(2009)の結論と調和的である． 20,000 年前～10,000 年前では，年

縞が発達するような湖成堆積物と，より粗粒な礫からなる再堆積テフラ層が繰り返し交互に認められ，そ

れぞれは，噴火の静穏期と活動期に相当すると考えられる．湖成堆積物は2 層認められるので，20,000 年

～10,000 年前の間に，噴火の静穏期は大きく2 回存在したと考えられる．上位の静穏期はMa-l の噴火前，

即ち摩周火山のカルデラ形成期と成層火山形成期の間にあたると思われる． 

 

倶多楽（JMA-V06） 

  掘削試料番号JMA-V06では，クッタラ火山の噴出物である Kt-1（約4万年前） およびKt-2が確認され，

Kt-1 の層厚が62m，Kt-2 の層厚が41ｍ以上であることが明らかになった．この掘削地点のKt-1 は，爆発

的なマグマ噴火による一連の降下火砕物と火砕流堆積物が，3 セット堆積したものであると考えられる．

Kt-2 は，爆発的なマグマ噴火による降下火砕物の堆積後に，マグマ水蒸気噴火によるベースサージが堆積

して形成されたと考えられる．また，Kt-1 およびKt-2 中に閃緑岩の石質岩片が存在することが明らかに

なった． 

 

有珠山（JMA-V07） 

 掘削試料番号JMA-V07では，深度1.60〜3.00mまでに嘉永噴火（1853年）の堆積物が確認され，深度3.00

〜11.7mまで有珠山1663年以降の土砂移動による堆積物が確認できる．深度 11.70～15.40m は，有珠山外

輪山起源と判断できる玄武岩質岩片を含む淘汰の悪いラハール堆積物である．堆積年代は有珠山先史時代

であると推定される．深度 15.40～35.00m は，両輝石安山岩の円礫を多量に含む河川堆積物で上長和層（更



新世中期；曽屋・他，2007）に対比される．深度35m以深は，有珠山の基盤をなしている壮瞥火砕流堆積物

（1.59±0.33Ma：高島・他，1992）が確認され，この周辺で層厚50m以上であることが明らかになった．  

 この地点では，有珠山の活動以前に滝ノ上火砕流堆積物や洞爺火砕流堆積物は完全に削剥され，有珠山

の活動後は噴火堆積物堆積後の2次移動が頻繁に起こったため，有珠山噴出物がほとんど残されていないこ

とが明らかとなった． 

 

北海道駒ヶ岳（JMA-V08） 

 掘削試料番号JMA-V08では，既知の堆積物であるKo-d（1640年）, P1 ないしP2 火砕流堆積物（約5500年

前）,Ko-g（約6000年前）,濁川カルデラ起源テフラ（Ng；12000年前）が確認された.これら以外にNgの下

位の深度22.00m から60.83m までにわずかに発泡した安山岩片（溶結火砕岩）と同質の火山灰からなる火

砕流堆積物が4層確認できた．これらの同様の岩相を示す堆積物は吉本(2010)によって1層確認されている

が，どの堆積物がこれに相当するか現時点で判断できない．深度61.20m から86.35mまでは，軽石と同質の

火山灰からなる火砕流堆積物からなる．この堆積物は，勝井・他(1989)のKo-h 火砕流堆積物（約17000 年

前）に対比される可能性が高い． 

 試料解析の結果，これまで，歴史時代の堆積物に厚く覆われているため部分的にしか確認されていない

堆積物が確認できた．特に6000 年前のKo-g 噴火堆積物から17000 年前のKo-h 噴火堆積物の間に複数の火

砕流堆積物を確認できたことは，これまで未確認の堆積物も含まれている可能性があり，噴火史を構築す

る上で重要な知見であると考えられる． 

 

恵山（JMA-V09） 

 掘削試料番号JMA-V09では，深度9.00mまでは噴火堆積物ではなく泥流堆積物などの2次堆積物が確認でき

る．深度9.00m から46.75m までは，わずかに発泡した安山岩片（溶結火砕岩）と同質の火山灰からなる淘

汰の悪い火砕流堆積物で，勝井・他(1983)で記載されている元村火砕流堆積物（約8000年前；荒井・他，

1998）に対比される．深度46.75mから100.75mまでは，多様な礫種を含む淘汰の悪いラハール堆積物が複数

認められる．礫は円磨されており，主に明灰色角閃石安山岩，暗灰色安山岩，デイサイト，シルト岩から

なる．まれに閃緑岩，礫岩の礫が認められる．  

 本地点では約8000年前（荒井・他，1998）に噴火した元村火砕流堆積物が層厚36ｍに達すことが明らか

になった． 

 

 以上のように，ボーリングコアの岩相解析の結果，新たな堆積物や噴火の認定など噴火履歴の構

築に有用な情報が多数得られた．今後，岩石試料の化学組成分析や年代測定を行い，それらの情

報を基により詳細な噴火履歴が構築され，噴火の長期予測に貢献できることが期待される． 
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